
号通巻

法政大学出版局◉新刊のご案内� 2024 年 12 月 6 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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番線印

法政大学出版局　2025年1月30日配本　定価4840円（本体4400円＋税） 四六判上製・360頁
アニー・ビトボル＝エスペリエス 著／香川知晶 訳 《叢書・ウニベルシタス 1178》

デカルトにおける生命の原理  ISBN978-4-588-01178–8 C1310

★★　心身二元論を打ち立て、西洋近代哲学を創始したデカルトの人間論の基礎には、アリストテレスやガレノスの古代に発し、ルネ
サンスの学者たちを経て同時代のハーヴィにいたる医学・解剖学・生理学との対決があった。自然観・生命観において人間と動
物の差異をもたらす思考はどのように生じたか？　最新プレイヤード版校訂者でもある第一人者の決定版の仕事を完訳。日本
語版あとがきも付す。 【哲学・科学史】

☆関連書：『デカルト 医学論集』『デカルト 数学・自然学論集』、カンギレム『科学史・科学哲学研究』（小局刊）。
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Fax. 03-5214-5542
【お願い】
　　配本の際、ご担当者様の記名が必要となりました。
　　ご面倒とは存じますが、ご担当者様欄のご記入をお願い申し上げます。

法政大学出版局　2025年1月23日配本　定価2970円（本体2700円＋税） 四六判並製・288頁
木村史人、渡名喜庸哲、戸谷洋志、橋爪大輝 編 

アーレントとテクノロジーの問い  技術は私たちを　
幸福にするのか？　 ISBN978-4-588-13044-1 C1010

★★　情報通信技術や人工知能、生殖医療、そして核エネルギーなどの高度でブラックボックス的なテクノロジーが私たちの日常生
活のみならず、政治環境まで変容させ管理するようになった現代。20世紀から今日まで、科学と技術の発展は私たちにどのよう
な抑圧や悪を、あるいは解放や幸福をもたらしてきたか。アーレントの科学技術論を縦軸に、各個別分野の探究を横軸に、14
人の執筆者が現代の問題に迫る。 【哲学・思想】

☆関連書：日本アーレント研究会編『アーレント読本』、P.-P.フェルベーク『技術の道徳化』（小局刊）。
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法政大学出版局　2025年1月24日配本　定価3960円（本体3600円＋税） 四六判上製・344頁
林耀華 著／馬場公彦 監訳／諸葛蔚東、谷仲広江 訳 

金の翼　中国家族制度の社会学的研究   ISBN978-4-588-35010-8 C0036

★ 　20世紀初頭、辛亥革命から日中戦争に到る動乱・内戦期の中国をたくましく生きた二つの家族の栄枯盛衰を描く民俗誌的小説の古
典。その才覚と人望で民族資本家として名を馳せた東林と、事業の失敗により没落の憂き目にあった義兄・芬洲の運命を分けたもの
は何か。自然豊かな山間の農村と、急速に発展する臨海商業区を舞台に、伝統習俗、冠婚葬祭や商慣習、郷村社会にまつわるエピ
ソードが情感を込めて語られる。 【社会学・文化人類学】

☆「金の翼」とは風水でいう繁栄の相。原書刊行より80年、中国基層社会研究の基本図書とされる名著です！
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法政大学出版局　2025年1月17日配本　定価2530円（本体2300円＋税） 四六判上製・172頁
エリアス・カネッティ 著／岩田行一 訳 

マラケシュの声 〈改装版〉　ある旅のあとの断想   ISBN978-4-588-12021-3 C0098

　モロッコの古都マラケシュの人 の々心に深く旅し、その話し言葉・叫び声・つぶやき・歌などの神話的・呪術的に響きあう聴覚上の世界
に、失われた「原初の言葉の顕現」と「人間の魂の始原の郷国」をさぐりだす。異文化にふれあいながら、作家カネッティの「死の意
識」の風景のなかに、マラケシュが直面する内的現実を浮き彫りにした感受性あふれる紀行文学的文明論。

 【ドイツ文学】
☆関連書：『群集と権力』上・下、『マラケシュの声』／『眩暈』改装版を同時に重版！
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法政大学出版局　2025年1月21日重版出来　定価4950円（本体4500円＋税） 四六判上製・510頁
エリアス・カネッティ 著／池内 紀 訳 

眩暈（めまい） 〈改装版〉   ISBN978-4-588-12020-6 C0097

　ノーベル賞作家カネッティの長編小説。万葉の書に埋もれた一東洋学者が非人間的な群衆世界の渦に巻き込まれ、発
狂して自己と書庫とを破壊するにいたる異常の物語。「群衆と権力」をテーマに錯綜する狂気と錯乱の風景を描き、解し
難く浅薄な「現代」を深く烈しく抉り、トーマス・マンにその氾濫する想像力と構想筆致を驚嘆させた二十世紀ドイツ文
学を代表する傑作。 【ドイツ文学】

☆関連書：『群集と権力』上・下、『マラケシュの声』／『眩暈』改装版を同時に重版！
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重版決定‼


